
【英語】 

〜ClassPad.net のテキストふせん・同時編集機能を活⽤する〜 

「推し」を英語で紹介する授業 
⾃分の「推し」について、熱意を持って話そう。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名前が挙がった「推し」の名前や画
像などを教員がその場で検索して、
リンクふせんやファイルふせんにし
て⼀覧できるようにするとよい。 

 

概要の説明 
グループに分かれて「推し」の魅⼒を分
析し、それを英⽂にして発表するという
授業の流れを共有し、シチュエーション
を想像させる。 
 
 
 
 
 
 
ブレインストーミング 
⽣徒に対して好きなものを問いかけ、そ
れぞれの様々なジャンルの「推し」を挙
げてもらう。クラスメイトの多様な「推
し」を教室全体で共有することで、⽣徒
の本課に対する意欲を向上させる。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：英語独特の⽂章構成およびプレゼンテーションの⽅法について理解させる。⾃分

のことばで物事を説明できるようにする。  
⽣徒向けの⽬標：⾃分の「推し」の魅⼒を分析し、どうすれば他者に伝わるかを考えることができ

る。⾃分の「好き」という気持ちを原動⼒に、楽しみながら英語で表現しようと
する姿勢を⾝につける。 

 
【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の理解促進  ：英語特有の⽂章構造について、複数のふせんを通じて視覚的に提⽰し、より深

く理解させることができる。 
・⽣徒の集中⼒アップ：⽣徒が興味のある内容で授業を構成し、その分析や英⽂作成をグループワーク

で実施させることで、授業に集中しやすくなる。 
・板書時間削減   ：板書内容にあたるものをあらかじめ各種ふせんに作成して表⽰することで、時

間を⼤幅に削減することができる。 
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教員によるモデルロール 
教員⾃⾝の「推し」について、簡単な英
語でモデルプレゼンを⾏う。このとき、
接続詞はジェスチャーなどを交えながら
発⾳し強調したい。 
また、使⽤した接続詞についての説明は
次の step で解説することを予告する。 
 
 
 
 
接続詞の解説 
教員が実践して⾒せたプレゼンについ
て、接続詞が内容理解において重要な役
割を果たしていることを説明する。ま
た、多く⽤いられる接続詞や教員が考え
る重要語句などの紹介も⾏う。接続詞を
特に強調し、「型」を使えば誰でも簡単
に英⽂による説明ができることを⽰す。 
 
 
 
 
グループ活動①（紹介準備） 
クラスを 3〜4 ⼈ずつのグループに分け
る。次に、グループごとに発表する「推
し」を決め、その魅⼒を 3 つのポイント
に整理させる。⽣徒が⾃ら考え、相談す
ることに重点を置きたいため、教員は机
間巡視を⾏い、個別に簡単なアドバイス
を与え、⽣徒の表現をサポートする。 
 
 
 
 
 
グループ活動②（⽂章作成） 
具体的な⽂章の作成に取りかからせる。
教員は各グループの進⾏状況を確認しな
がら、個別に簡単なアドバイスを与え、
⽣徒たちの表現をサポートする。また、
紹介⽂の作成が完了したら、グループ内
で発表練習を⾏うように指導する。 
 
 
 
発表 
各グループで分担しながら作成した⽂章
を発表する。この際、振り返り・反省を
⾏うためのワークシートを作成し、⽣徒
に配布することで、フィードバックを実
施できるようにする。また、他の⽣徒に
は発表を聞いて、「どのグループの推し
が最も気になったか」を考えさせる。 
 

教員は事前に作成したモデルロール
⽤のデジタルノートを活⽤し、プロ
ジェクターや電⼦⿊板を⽤いて投影
しながらデモンストレーションを⾏
う。 
 
 
 
 
 
 
テキストふせんに記載した具体的な
⽂章を提⽰しながら説明すること
で、接続詞が⽂章全体において重要
な役割を果たしていることを強調す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
⽣徒には EX-wordふせんを⽤いるよ
うアドバイスし、さまざまな単語を
使⽤しながら、⽂章を複数枚のテキ
ストふせんで構成させるようにす
る。その際、同時編集機能を⽤いる
ように指導する。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 
 
 
step5と同様。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
事前にWord等でワークシートを作成
しておき、ファイルふせんにしたもの
を授業⽀援機能で⽣徒に配布する。⽣
徒には⼿描き機能でワークシートに
記⼊してもらい、発表したグループの
⽣徒に授業⽀援機能で送信させる。 
発表するグループの⽣徒には、端末を
プロジェクターや電⼦⿊板に繋いで、
step5〜6 で作成したふせんを投影し
ながら発表させる。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全体講評 
教員から授業全体の講評を⾏う。その
際、接続詞を使うことの重要性を強調
し、今回の学習の汎⽤性を⽰す。また、
時間があれば個々のグループに対する補
⾜や解説も加えるとよい。 
最後に、冒頭で提⽰した⽬標が達成でき
たかを確認する。 
 
 
参考・補⾜ 
発表した内容をもとに、写真やイラスト
などの配置を考えながら、⾒る側を魅了
するプレゼン資料を作成するように促
す。⽂章だけではなく、効果的な資料作
成能⼒についても養うことができる。 
 

本授業のポイントをまとめたテキス
トふせんをプロジェクターや電⼦⿊
板を⽤いて投影し、改めて重要事項
を確認する。 
 
 
 
 
 
 
step5〜6で作ってもらった発表材料
をもとに、さらに豊富なファイルふ
せんやリンクふせん等を駆使した、
魅⼒的なプレゼン資料として仕上げ
させる。 
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